
(57)【要約】

【課題】機体温度に応じて始動燃料の増加量を調整する

ことのできるものでありながら、感温作動具と限界規定

手段との相対位置を自由に選ぶことができる燃料供給装

置を提供する。

【解決手段】ディーゼルエンジンの燃料噴射ポンプ（１

）の調量具（４）をガバナレバー（７）に作用するガバ

ナ力（Ｆ）とガバナスプリング力（Ｓ）との釣り合いで

調量移動するように構成する。調量具（４）の燃料増量

側（Ｒ）への移動を受け止める制限具（２２）を調量具

（４）に対応させて回動可能に配置する。この制限具（

２２）を感温作動具（２１）の作動で調整作動するよう

に構成するとともに、制限具（２２）を限界規定手段（

２７）で受け止めることにより調量具（４）の最少始動

燃料増量位置を規定する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ バ ナ レ バ ー （ ７ ） に 作 用 す る ガ バ ナ 力 （ Ｆ ） と ガ バ ナ ス プ リ ン グ 力 （ Ｓ ） と の 釣 り 合 い
で 調 量 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の 調 量
具 （ ４ ） を 、 始 動 燃 料 増 量 装 置 （ ９ ） で 燃 料 増 量 側 （ Ｒ ） に 付 勢 す る と と も に 、 エ ン ジ ン
停 止 操 作 具 （ １ ０ ） の 操 作 で 燃 料 減 量 側 （ Ｌ ） に 強 制 移 動 さ せ る よ う に 構 成 し た デ ィ ー ゼ
ル エ ン ジ ン の 燃 料 供 給 装 置 に お い て 、
エ ン ジ ン 始 動 時 で の 調 量 具 （ ４ ） の 燃 料 増 量 側 （ Ｒ ） へ の 移 動 を 受 け 止 め る 制 限 具 （ ２ ２
） を 調 量 具 （ ４ ） に 対 応 さ せ て 回 動 可 能 に 配 置 し 、 こ の 制 限 具 （ ２ ２ ） を 感 温 作 動 具 （ ２
１ ） の 作 動 で 調 整 作 動 す る よ う に 構 成 す る と と も に 、 制 限 具 （ ２ ２ ） を 限 界 規 定 手 段 （ ２
７ ） で 受 け 止 め る こ と に よ り 調 量 具 （ ４ ） の 最 少 始 動 燃 料 増 量 位 置 を 規 定 す る よ う に 構 成
し た こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
調 量 具 （ ４ ） に 対 応 さ せ て 配 置 し た 制 限 具 （ ２ ２ ） を 、 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 （ ３ ）
の 回 動 軸 （ ２ ０ ） に 相 対 回 転 可 能 な 状 態 で 装 着 し て あ る 請 求 項 １ に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ
ン ジ ン の 燃 料 供 給 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 圧 縮 点 火 式 エ ン ジ ン （ デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン ） で の 燃 料 供 給 装 置 に 関 し 、 特 に エ
ン ジ ン 始 動 時 で の 噴 射 燃 料 増 加 量 を 調 整 す る 燃 料 供 給 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 を 制 御 し て 一 定 以 上 の 回 転 数 を 得 る た め に 、
エ ン ジ ン の 回 転 数 に 比 例 す る ガ バ ナ 力 と ガ バ ナ ス プ リ ン グ 力 と を ガ バ ナ レ バ ー に 作 用 さ せ
、 こ の ガ バ ナ 力 と ガ バ ナ ス プ リ ン グ 力 と の 釣 り 合 い で ガ バ ナ レ バ ー を 作 動 さ せ て 、 燃 料 噴
射 ポ ン プ の 調 量 具 （ コ ン ト ロ ー ル ラ ッ ク ） を 調 量 制 御 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 エ ン ジ ン 運 転 中 は ガ バ ナ 力 と ガ バ ナ ス プ リ ン グ 力 と の 釣 り 合 い に 応 じ て 調 量 具 を
移 動 さ せ て 燃 料 噴 射 量 を 調 整 し て い る が 、 エ ン ジ ン の 停 止 操 作 時 に は 、 エ ン ジ ン 停 止 操 作
具 で 調 量 具 を 燃 料 無 噴 射 位 置 ま で 強 制 的 に 移 動 さ せ る よ う に し て あ る 。 ま た 、 エ ン ジ ン 始
動 操 作 時 に は 、 始 動 燃 料 増 量 装 置 で 調 量 具 を 運 転 時 で の 最 大 噴 射 量 位 置 よ り も 燃 料 増 量 側
に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 運 転 時 の 最 大 燃 料 噴 射 量 よ り も 大 量 の 燃 料 を 供 給 し て エ ン ジ ン
始 動 を 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 従 来 の 燃 料 供 給 装 置 で は 、 エ ン ジ ン 再 起 動 時 等 の 暖 機 始 動 時 に も 始 動 燃 料 増 量 装
置 が 作 動 し て い る こ と か ら 、 冷 機 始 動 時 な み に 増 量 さ れ た 始 動 用 燃 料 が エ ン ジ ン の 燃 焼 室
内 に 供 給 さ れ 、 過 剰 濃 混 合 気 と な っ て 暖 機 始 動 時 に は ス モ ー ク （ 黒 煙 ） を 発 生 さ せ る こ と
が あ っ た 。 そ こ で 、 サ ー モ ワ ッ ク ス 等 の 感 温 作 動 素 子 を 利 用 し た 制 限 具 で 、 エ ン ジ ン 始 動
時 で の 燃 料 増 加 量 を 機 体 温 度 に 応 じ て 制 御 す る よ う に し た も の も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 感 温 作 動 素 子 を 利 用 し た 制 限 具 を 装 着 し た 従 来 の も の で は 、 制 限 具 と こ の 制 限
具 の 出 退 量 を 規 制 す る 限 界 規 定 手 段 と を 対 向 配 置 す る よ う に し て い る こ と か ら 、 制 限 具 と
限 界 規 定 手 段 の 相 対 位 置 関 係 が 限 定 さ れ て し ま い 、 配 置 の 自 由 度 が 低 く 、 取 付 の 制 約 が 大
き い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 し 、 機 体 温 度 に 応 じ て 始 動 燃 料 の 増 加 量 を 調 整 す る こ と
の で き る も の で あ り な が ら 、 制 限 具 及 び 限 界 規 定 手 段 と の 相 対 位 置 を 自 由 に 選 ぶ こ と が で
き る 燃 料 供 給 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ に 記 載 し た 本 発 明 は 、 調 量 具 の 燃 料 増 量 側 へ の 移 動
を 受 け 止 め る 制 限 具 を 調 量 具 に 対 応 さ せ て 回 動 可 能 に 配 置 し 、 こ の 制 限 具 を 感 温 作 動 具 の
作 動 で 調 整 作 動 す る よ う に 構 成 す る と と も に 、 制 限 具 を 限 界 規 定 手 段 で 受 け 止 め る こ と に
よ り 調 量 具 の 最 少 始 動 燃 料 増 量 位 置 を 規 定 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 燃 料 供 給 装 置 で 調 量 具 に 対 応 さ
せ て 配 置 し た 制 限 具 を 、 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 の 回 動 軸 に 相 対 回 転 可 能 な 状 態 で 装 着
し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 作 用 】
本 発 明 で は 、 感 温 作 動 具 の 作 動 に 基 づ き 回 動 す る こ と で 、 調 量 具 の 移 動 量 を 調 整 作 動 す る
よ う に 構 成 し た 制 限 具 を 、 限 界 規 定 手 段 で 受 け 止 め る よ う に し て い る こ と か ら 、 制 限 具 の
移 動 量 を 円 周 上 の 任 意 の 点 で 受 け 止 め る こ と が で き 、 感 温 作 動 具 と 限 界 規 定 手 段 と の 相 対
位 置 を 自 由 に 設 定 す る こ と が で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 調 量 具 の 燃 料 増 量 側 へ の 移 動 量 を 制 限 す る 制 限 具 を 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 の 回
転 軸 に 相 対 回 転 可 能 な 状 態 に 装 着 し た 場 合 に は 、 調 量 具 に 対 す る 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作
具 及 び 始 動 用 燃 料 制 限 具 を コ ン パ ク ト に 配 置 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 供 給 系 を 示 す 断 面 図 、
図 ２ は 図 １ の Ｉ Ｉ 部 の 取 り 出 し 断 面 図 で あ る 。
こ の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 供 給 系 は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） と
、 こ の 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） か ら の 燃 料 送 出 量 （ 噴 射 量 ） を 調 整 す る ガ バ ナ 装 置 （ ２ ） と
、 エ ン ジ ン 緊 急 停 止 時 に 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） か ら の 燃 料 送 出 を 停 止 さ せ る 手 動 停 止 操 作
具 （ ３ ） と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ガ バ ナ 装 置 （ ２ ） は 、 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） を 作 動 さ せ る 燃 料 噴 射 カ ム 軸 （ ４ ） の 一 端 部
に 組 み 込 ま れ た ガ バ ナ ウ エ イ ト （ ５ ） と 、 燃 料 噴 射 カ ム 軸 （ ４ ） の 回 転 に 伴 な っ て ガ バ ナ
ウ エ イ ト （ ５ ） に 作 用 す る 遠 心 力 に 起 因 し た ガ バ ナ 力 （ Ｆ ） を 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ
ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ 調 量 具 ） （ ６ ） に 伝 達 す る ガ バ ナ レ バ ー （ ７ ） と 、 こ の ガ バ ナ レ バ ー
（ ７ ） に 前 述 の ガ バ ナ 力 （ Ｆ ） と 対 向 す る ガ バ ナ ス プ リ ン グ 力 （ Ｓ ） を 作 用 さ せ る ガ バ ナ
ス プ リ ン グ （ ８ ） と 、 エ ン ジ ン 始 動 時 に 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６
） を 運 転 作 動 時 で の 最 大 燃 料 供 給 位 置 よ り も 燃 料 増 量 側 （ Ｒ ） に 位 置 す る 始 動 増 量 位 置 ま
で 移 動 さ せ る 始 動 燃 料 増 量 装 置 （ ９ ） と 、 エ ン ジ ン 運 転 中 に 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン
ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） を 燃 料 無 噴 射 位 置 ま で 強 制 移 動 さ せ る エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 （ １ ０ ）
と で 構 成 し て あ る 。 こ の エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 （ １ ０ ） は ソ レ ノ イ ド の 出 退 子 （ １ １ ） に コ
ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） の 端 部 に 当 接 す る 鞘 管 （ １ ２ ） を 套 嵌 し 、 ソ レ ノ イ ド の 出 退 子 （
１ １ ） を 鞘 管 （ １ ２ ） に ク ッ シ ョ ン ス プ リ ン グ （ １ ３ ） を 介 し て 当 接 さ せ る よ う に 構 成 し
て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ガ バ ナ レ バ ー （ ７ ） は 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） に 連 動 連 結 さ れ
た フ ォ ー ク レ バ ー （ １ ４ ） と 、 調 速 レ バ ー （ １ ５ ） と の 間 に 前 記 ガ バ ナ ス プ リ ン グ （ ８ ）
を 架 着 し て い る ス プ リ ン グ レ バ ー （ １ ６ ） と の ２ 本 レ バ ー で 構 成 し て あ る 。 そ し て 、 こ の
フ ォ ー ク レ バ ー （ １ ４ ） に は 前 述 の ガ バ ナ 力 （ Ｆ ） が 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン ト ロ ー
ル ラ ッ ク （ ６ ） を 燃 料 減 量 側 （ Ｌ ） に 移 動 さ せ る 方 向 に 作 用 し て い る 。 ま た 、 燃 料 噴 射 ポ
ン プ （ １ ） の コ ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） に は 、 前 述 の ガ バ ナ ス プ リ ン グ （ ８ ） の ガ バ ナ ス
プ リ ン グ 力 （ Ｓ ） が 、 ス プ リ ン グ レ バ ー （ １ ６ ） 及 び フ ォ ー ク レ バ ー （ １ ４ ） を 介 し て コ
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ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） を 燃 料 増 量 側 （ Ｒ ） に 移 動 さ せ る 方 向 に 作 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
手 動 停 止 操 作 具 （ ３ ） は 、 緊 急 停 止 操 作 時 等 に 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン ト ロ ー ル ラ ッ
ク （ ６ ） を 燃 料 無 噴 射 位 置 ま で 強 制 的 に 移 動 さ せ る も の で 、 前 記 し た エ ン ジ ン 停 止 操 作 具
（ １ ０ ） の ソ レ ノ イ ド 出 退 子 （ １ １ ） に 套 嵌 し て い る 鞘 管 （ １ ２ ） の 鍔 部 （ １ ７ ） に 当 接
す る 押 込 み 作 動 片 （ １ ８ ） と 、 エ ン ジ ン 機 壁 外 に 配 置 し た 停 止 操 作 レ バ ー （ １ ９ ） と を 、
エ ン ジ ン 機 壁 を 貫 通 す る 状 態 に 配 置 し た 回 動 軸 （ ２ ０ ） の 両 端 部 に 固 定 し 、 押 込 み 作 動 片
（ １ ８ ） が 鞘 管 （ １ ２ ） の 鍔 部 （ １ ７ ） か ら 離 隔 す る 方 向 に 回 動 軸 （ ２ ０ ） を 弾 性 付 勢 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 エ ン ジ ン 始 動 操 作 時 に エ ン ジ ン 機 体 温 度 に 応 じ て 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン ト
ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） の 移 動 量 を 制 限 し て 始 動 時 で の 燃 料 増 加 量 を 調 整 す る 感 温 作 動 具 （ ２
１ ） の 制 限 具 （ ２ ２ ） が 、 手 動 停 止 操 作 具 （ ３ ） の 回 動 軸 （ ２ ０ ） に 相 対 回 転 自 在 な 状 態
で 装 着 し て あ る 。 こ の 制 限 具 （ ２ ２ ） は 図 ３ に 示 す よ う に 、 回 動 軸 （ ２ ０ ） に 装 嵌 し た 一
対 の 円 環 部 材 （ ２ ３ ） （ ２ ４ ） を 連 結 片 （ ２ ５ ） で 一 体 に 連 結 し た も の で あ る 。 そ し て 、
一 方 の 円 環 部 材 （ ２ ３ ） は 環 状 部 分 の 一 部 を 略 扇 形 に 切 欠 き 、 そ の 切 欠 き 部 分 で の 半 径 方
向 に 位 置 す る 端 縁 部 分 を そ れ ぞ れ 他 方 の 円 環 部 材 （ ２ ４ ） の 方 向 に 折 り 曲 げ 形 成 し て 、 感
温 作 動 具 （ ２ １ ） の 出 退 作 動 部 を 受 止 め る 入 力 受 片 （ ２ ６ ） と 、 後 述 す る 限 界 規 定 手 段 （
２ ７ ） に 当 接 し て 受 け 止 め る ス ト ッ パ 片 （ ２ ８ ） と に 形 成 し て あ る 。 ま た 、 他 方 の 円 環 部
材 （ ２ ４ ） で は 、 周 側 壁 部 分 の 一 部 を 連 結 片 （ ２ ５ ） の 形 成 側 と は 逆 方 向 側 に 一 体 に 延 出
し 、 こ の 延 出 板 部 分 を 出 力 片 （ ２ ９ ） に 形 成 し て あ る 。 図 ３ 中 符 号 （ ３ ０ ） は 手 動 停 止 操
作 具 （ ３ ） の 回 動 軸 （ ２ ０ ） を 回 転 付 勢 し て い る 捩 じ り コ イ ル バ ネ （ ３ １ ） の 一 端 部 を 挿
通 さ せ る た め の 溝 孔 で あ り 、 （ ３ ２ ） は 回 動 軸 （ ２ ０ ） の 周 面 に 突 設 さ れ 前 述 の 捩 じ り コ
イ ル バ ネ （ ３ １ ） の 一 端 を 受 け 止 め る 係 止 ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 の 円 環 部 材 （ ２ ３ ） に 形 成 し た ス ト ッ パ 片 （ ２ ８ ） に 受 け 止 め ら れ る 限 界 規 定 手 段 （
２ ７ ） は 図 ２ に 示 す よ う に エ ン ジ ン の 機 壁 に 装 着 固 定 し た ボ ル ト で 構 成 し て あ り 、 感 温 作
動 具 （ ２ １ ） が 作 動 し て 出 退 作 動 部 が 進 出 す る こ と で 制 限 具 （ ２ ２ ） が 回 動 し 、 コ ン ト ロ
ー ル ラ ッ ク （ ６ ） に 当 接 し て い る 鞘 管 （ １ ２ ） の 鍔 部 （ １ ７ ） を 出 力 片 （ ２ ９ ） で 押 し 込
ん だ 際 に 、 エ ン ジ ン 始 動 時 で の 最 少 燃 料 増 加 量 に 対 応 す る 位 置 で ス ト ッ パ 片 （ ２ ８ ） に 当
接 し て 、 エ ン ジ ン 始 動 時 で の 必 要 燃 料 量 を 確 保 す る よ う に 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 述 の よ う に 構 成 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 供 給 装 置 で は 、 エ ン ジ ン の 始 動 操 作 時 に
は 、 ガ バ ナ 力 （ Ｆ ） が 生 じ な い こ と か ら 、 ガ バ ナ ス プ リ ン グ 力 （ Ｓ ） と 始 動 燃 料 増 量 装 置
（ ９ ） の ス タ ー ト ス プ リ ン グ 力 と で 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） の コ ン ト ロ ー ル ラ ッ ク （ ６ ） を
始 動 燃 料 増 量 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。 エ ン ジ ン の 冷 機 始 動 時 に は 、 感 温 作 動 具 （ ２ １ ） の 出
退 作 動 部 は 退 入 姿 勢 に あ り 、 制 限 具 （ ２ ２ ） の 入 力 受 片 （ ２ ６ ） に 当 接 す る こ と が な い か
ら 、 制 限 具 （ ２ ２ ） は 回 動 自 在 な 状 態 と な り 制 限 具 （ ２ ２ ） の 出 力 片 （ ２ ９ ） で コ ン ト ロ
ー ル ラ ッ ク （ ６ ） の 始 動 燃 料 増 量 位 置 ま で の 移 動 を 制 限 す る こ と が な い 。 こ の 結 果 冷 機 始
動 時 に は 、 所 定 の 増 量 さ れ た 燃 料 が 燃 料 噴 射 ポ ン プ （ １ ） か ら 圧 送 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 エ ン ジ ン の 機 体 温 度 が 高 い い わ ゆ る 暖 機 始 動 時 は 始 動 に 必 要 な 燃 料 量 が 少 な く て も
済 む た め 、 暖 機 始 動 時 に は 感 温 作 動 具 （ ２ １ ） の 出 退 作 動 部 は そ の 機 体 温 度 に 応 じ て 進 出
し て 、 そ の 位 置 で 制 限 具 （ ２ ２ ） の 入 力 受 片 （ ２ ６ ） と 当 接 す る こ と に な る か ら 、 制 限 具
（ ２ ２ ） の 回 転 可 能 量 が 制 限 さ れ 、 制 限 具 （ ２ ２ ） の 出 力 片 （ ２ ９ ） で コ ン ト ロ ー ル ラ ッ
ク （ ６ ） の 移 動 量 を 制 限 す る 。 こ れ に よ り 、 暖 機 運 転 始 動 時 に は 、 始 動 時 で の 燃 料 増 加 を
抑 制 し て 、 黒 煙 の 発 生 を 抑 制 す る こ と に な る 。 こ の 時 の 制 限 具 （ ２ ２ ） の 回 転 量 （ 増 加 燃
料 量 ） は 、 制 限 具 （ ２ ２ ） の ス ト ッ パ 片 （ ２ ８ ） を 限 界 規 定 手 段 （ ２ ７ ） で 受 け 止 め る こ
と で 規 制 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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な お 、 本 発 明 で 使 用 す る 感 温 作 動 具 （ ２ １ ） の 感 温 作 動 素 子 と し て は 、 サ ー モ ワ ッ ク ス や
バ イ メ タ ル の よ う に 温 度 に 応 じ て 段 階 的 に 変 化 す る も の で あ っ て も 、 形 状 記 憶 合 金 な ど の
よ う に 所 定 温 度 を 境 に 形 態 が 変 化 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 し た 本 発 明 で は 、 感 温 作 動 具 の 作 動 に 基 づ き 回 動 す る こ と で 調 量 具 の 移 動
量 を 調 整 作 動 す る よ う に 構 成 し た 制 限 具 を 、 限 界 規 定 手 段 で 受 け 止 め る よ う に し て い る こ
と か ら 、 制 限 具 の 移 動 量 を 円 周 上 の 任 意 の 点 で 受 け 止 め る こ と が で き 、 感 温 作 動 具 と 限 界
規 定 手 段 と の 相 対 位 置 を 自 由 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 調 量 具 の 燃 料 増 量 側 へ の 移 動 量 を 制 限 す る 制 限 具 を 手
動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 の 回 転 軸 に 相 対 回 転 可 能 な 状 態 に 装 着 し て い る こ と か ら 、 調 量 具
に 対 す る 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 及 び 始 動 用 燃 料 制 限 具 を コ ン パ ク ト に 配 置 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 供 給 系 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ 部 の 取 り 出 し 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 制 限 具 の 取 り 出 し 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 燃 料 噴 射 ポ ン プ 、 ３ … 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 、 ４ … 調 量 具 、 ７ … ガ バ ナ レ バ ー 、
９ … 始 動 燃 料 増 量 装 置 、 １ ０ … エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 、 ２ ０ … 手 動 式 エ ン ジ ン 停 止 操 作 具 の
回 動 軸 、 ２ １ … 感 温 作 動 具 、 ２ ２ … 制 限 具 、 ２ ５ … 限 界 規 定 手 段 、 Ｆ … ガ バ ナ 力 、 Ｓ … ガ
バ ナ ス プ リ ン グ 力 、 Ｒ … 燃 料 増 量 側 、 Ｌ … 燃 料 減 量 側 。
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【 図 ３ 】

(5) JP 2004-19536 A 2004.1.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

